
（様式２）

1

【学びあい】
自ら学び、考え、ねばり
強く取り組む力を育む

2

【学びあい】
対話を通し、協働的に学
びと見通しとふりかえりに
よる主体的な学びを実
現する

3

【支え合い】
多様性を認め人権感覚
を高めながら共生・協働
する心を育む

学校番号 学　校　名 校　長　名
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学 校 教 育 目 標 学 校 経 営 の 目 標 今 年 度 の 重 点 目 標

学校教育目標　「つよい子 正しい子 ほがらかな子」
【つよい子】確かな学力、くじけぬ心、健康体力を培う
【正しい子】人と地域と共により良く生きる基盤を培う
【ほがらかな子】自他を認め、尊重する豊かな人間性を培う

○主体的な学び合いと習得・活用・探究を通した
質の高い学習の実践
○倫理観と使命感をもつ協働的な教職員による安
全・安心な学校体制の構築
○人と地域に主体的に関わり、その良さを活かす
学習の推進
○人権と多様性を認め、尊重することを基にした
児童理解と支援の推進

○自ら学び、考え、ねばり強く取り組む力を育む
○協働的・主体的な学びの実現
○多様性を認め人権感覚を高める
○自他を大切にする心情、実践力を高める
○地域との連携、協働的な実践を通した自己肯定
感の醸成
○防災・安全教育を通した対応力の育成
○いじめを許さない心の醸成と環境の構築

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

○学習問題の設定、検証的な話し合い、自力解
決を基とする学習の推進
・子どもたちが課題を見付けたり、めあてを立てた
りしながら、自ら取り組み、学習したことを振り返る
授業を行う。
○運動能力の維持・向上
・体育部と連携して、子どもたちが安全に運動を楽
しむことができる授業をするために実技研修を行
う。

・授業で子どもたちがめあてをもったり、学習の振り
返りを行うことは、各担任が意識して行っている。
学校全体で確認をしながら進めることが今後の課
題となる。
・密にならずに体を動かすことができる遊びや体育
学習「マット運動」の実技研修を行った。各学年・
学級で中休みや体育の時間に取り組むことができ
た。

・「主体的な学びの進め方」として、全体で確認す
る。
・安全についてや指導方法についてだけでなく、
子どもたちが主体的に学習に取組む「課題解決学
習」の進め方についても研修を行う。

○表現意欲の基となる体験活動への主体的な取
組の推進
・丸山や学年園などを活用し、生活科や総合的な
学習の時間で豊かな体験活動を行う。
○教師の専門性と良さを活かした指導
・年間を通して、職員が講師の研修を計画・実施
する。
○学習指導要領の理念を形にする指導と授業力
向上
・校内研究の低中高学年部会で、今年度の研究
テーマを決め、ブロック研修等で定期的に実践し
たことを伝え合う。

・年度初めに丸山や学年園の活用について研修
を行った。子どもたちは丸山や学年園での体験活
動を通して、自ら課題を見付け、解決していく姿が
見られた。
・「ICT機器活用」「体育実技」「理科のプログラミン
グ」などの研修を行い、職員の授業力向上を図っ
た。
・各ブロックで情報交換をすることはできた。取組
を定着したり、記録を残したりすることには課題が
残った。

・つながり合う学校づくりの地域学習担当者と連携
し、教科と体験活動を結ぶような計画を立てる。
・職員同士で相談したり、学び合ったりする機会を
設ける。（ＯＪＴ）
・校内研究の行い方を検討し、研究を通しての成
果が授業力向上につながるようにする。

○共生＊共育プログラム、効果測定の有効活用
・児童の様子を把握するための効果測定・アン
ケート・聞き取り
○「かわさきパラムーブメント」を基盤にした人権尊
重、生命尊重教育の推進
・人権週間の「人権に関する授業」の実施とふりか
えり

・効果測定の結果をもとに、児童指導研修を行
い、個々の児童の学級内での姿について具体的
に話し合った。
・人権尊重教育全体計画を作成し、その計画に基
づいて各クラスで人権に関する授業を実施した。
どんな内容の取り組みだったかを職員間で情報共
有し、人権尊重教育の大切さについて再確認し
た。

・「人権に関する授業」のあとで、どのように子ども
たちの意識が変わっていったのかを、共有できる
ようにする。
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【支え合い】
自他を大切にする判断
力、心情、実践力、意欲
を高める
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【つながり合い】
地域との連携、協働的な
実践を通した「キャリア在
り方生き方」の醸成
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【つながり合い】
防災・安全教育を通した
主体的な緊急対応力の
育成

○友情や人権感覚を見つめ直す活動があふれる
学級づくり
・あたたかい雰囲気の集団づくり

○誰もが役割をもち、主体的に取り組める特別活
動
・岡上プロジェクト委員会を中心とした児童会活動
・児童が自分で考えて動く、クラブ活動、委員会活
動

・「温かい雰囲気の集団」をめざし、どの子も学級
への所属感をもてるような学級づくりを行った。児
童同士の「聞き合い」や「相手の発言や動きを待つ
気もち」が見られ、どの学年も優しい関わりが見ら
れた。
・児童会発信の「あいさつ運動」などを通して、異
学年のかかわりや進んで挨拶をしようとする姿が見
られた。
・クラブ活動や委員会活動の内容を自分たちで考
え、上級生は下級生をひっぱっていこうとする姿が
見られた。

・今年度できなかったたてわり活動を来年度は行
い、遊びや活動を通して「温かい雰囲気の集団」
をさらにめざしていきたい。
・児童会活動は、子どもたちがよく考えて活動して
いるが保護者からは見えにくいので、学校だよりや
HPなどを使ってもっと積極的に発信していく必要
がある。

○一人一人のキャリア発達の確認と次への支援
・地域素材を教材にした学習
・地域社会の方々をゲストティーチャーとした学習
・異学年との交流を生かした活動

・岡上小学校では地域の特性を生かした学習を多
く取り入れている。生活科・総合的な学習の時間を
中心に、地域の方に学習に参加していただき学習
を推進している。児童も、地域の中で多くの人が関
わり愛情をもって育つ実感を持つとともに、地域に
貢献しようとする心情が確実に育っている。また、
異学年の交流を、制限下の中でできる交流を行っ
た。その活動の中で年上は年下児童の面倒を見、
年下は年上児童の姿を見てあるべき姿が育ってい
る。
・限られた時間の中で効率的な活動がどこまでで
きるかが課題となる。

・一人一人のキャリア課題を確認するとともに、有
効な支援を考える。
・地域素材を生かした学習のさらなる精選や、生活
科・総合的な学習の時間と他教科との関連を見出
しながら、より深い学びにつながる取組にする。
・具体場面を想定し、交流場面や協働実践を通
し、自己有用感が広がる支援を行っていく。

〇避難訓練、下校訓練の充実を通した緊急対応
力の育成
・1年生引き渡し訓練の実施
・避難訓練の事前、事後指導
・避難形態を変えた訓練

・今年度は学校再開とともに、避難訓練を行った。
災害はいついかなる時に起こるかわからないの
で、いち早く訓練を実施した。そこでは避難訓練を
行う意義、そしてどのように訓練に臨むかを一緒に
考えた。そして実施後、訓練を重ねることで自分の
命の大切さを見つめた。その後、避難形態を変え
て、自分で考え避難できる方法を考えるようにし
た。自分で考え判断できるよう、情報を与えながら
実際に訓練を通して素質を培うようにした。
・今後、様々な形態の安全教育を行う必要があると
考える。

・今まで実施した訓練のほかに、不審者訓練など
新たな訓練を警察等と連携しながら実施する。
・SNS関連を含めた情報教育を全学年で実施する
とともに、保護者も参加し、親子で考えられる機会
を設ける。また、引き渡し訓練、また防災訓練の実
施を踏まえ、防災の意義や実際の訓練を通し緊急
対応力をさらに育てたい。
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【人権尊重】
いじめを許さない心の醸
成と環境の構築

学 校 関 係 者 の評 価 今年度の学校運営のまとめ　・　次年度へ向けて

　学校評価保護者アンケートでは、学校運営について概ね肯定的な評価をいた
だいた。「今年度は学校に行く機会が少なくて、様子がわかりづらかったが、感染
症対策などきちんとしていることが伝わり、安心して通わせられた。」「感染症対策
で学習活動や行事に制限がある中で、できる限りのことをやってもらえていると感
じた。地域学習等について、家で子どもが生き生きと語り、他ではできない、よい
経験をさせてもらえていると感じた。」などの声が多く寄せられた。また、地域の学
習協力者の方々からも同じように「感染症対策をしながらも、例年の学習を実施
できてよかった。子どもたちが一生懸命聞いて、取り組んでいて、とても嬉しかっ
た。」とのお言葉をいただいている。

確実な感染症対応が求められる中で、学校教育目標・学校経営方針を達成するためにできうる教育
活動を丁寧に進めた。日常の対応、長・短期を見据えた教育活動の実行と対に重点を置いたため、保
護者への説明や連絡が十分とは言えないこともあった。学校での子どもの姿を見ていただけない状況
であるから、その分、手だてを構築する必要があった。また、指導要領に準じた資質・能力を育てる教
育活動においては、限られた学習形態の中で、高い効果を得た実感に乏しい。その中で、地域の皆さ
んの方々の力をお借りした学習を実行できたことは、本校児童にとって大きな力となった。また、教育
計画の工夫で時数を確保するなど、効果的な学習をしうる教育課程の編成を行い、確実に実行したこ
とも下支えとなった。
次年度は、岡上小学校の特色、児童に資質・能力を育てる教育活動を計画的に行うための教育活動
の創造と地域の特色を生かした学習の推進、それらを支える豊かな言語活動に重点を置いて学校経
営を行う。

○いじめを許さない確固たる姿勢を基に、問題の
早期発見・確実な解決する校内支援体制の強化
・全職員で児童を見守る体制づくり・報連相や保
護者への連絡
・児童の様子を把握するための効果測定・アン
ケート・聞き取り
・児童会での活動を活かした人権週間への取り組
み
・コロナ感染症によるいじめがおこらないようにする
取り組み

・定期的に各クラスから職員に児童の様子を報告
し、共有してきた。また、日常的に他学年の児童に
も声をかける職員の姿が見られる。
・効果測定、アンケートを実施し、それをもとに児
童から聞き取り、支援コーディネーターも把握する
ようにした。児童の様子を把握し、対応してこれ
た。
・人権週間では児童会から生活目標を「友だちの
気持ちを考えて、きずなを深めよう」として取り組ん
でいくことを提案。各クラスでそのためにどうしてい
くのか話し合い、取り組んだ。
・コロナ感染症対策において、『自分も大事に　友
達も大事に』を合言葉に取り組んだ。パワーポイン
トを作成し、全クラスで授業を行うことにより、心構
えの土台を作れた。

・来年度も情報共有の場を定期的にもちながら、
全職員で児童を見守っていく雰囲気を培ってい
く。また、さらに児童の様子をとらえる感度を磨い
ていくため、職員研修を行く。
・計画的なアンケート、聞き取りは来年度も行って
いく。
・人権意識を育んでいくために、来年度も児童会
を通じての働きかけを行う。日常的な場面での児
童の意識醸成が大切なので、本校が以前より大切
にしてきた「つながる授業」「分からないことを分か
らないと言える授業」などを大事にしていく。
・来年度もコロナ感染症への対策は必要になると
思われる。『自分も大事に　友達も大事に』を意識
させていきたい。
・学校での取組を伝えることにより、保護者からの
信頼感を高めるようにする。


